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翌
日
の
中
央
委
員
会
は
、
中

央
委
員
全
二
十
七
名
の
出
席
で

成
立
が
確
認
さ
れ
た
後
、
議
長

に
梶
谷
充
氏
（
三
原
日
赤
）
、

副
議
長
に
松
永
佑
哉
氏
（
名
古

屋
第
一
）
、
書
記
に
清
水
雄
介

氏（
足
利
日
赤
）が
選
出
さ
れ
、

議
題
で
あ
る
二
〇
二
五
年
度
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
や
期
末
手
当
、
そ

の
他
、
本
部
よ
り
提
議
さ
れ
た

議
案
の
審
議
等
が
お
こ
な
わ
れ

た
。最

初
に
、
二
〇
二
五
年
度
の

中
央
執
行
委
員
長
に
任
命
・
承

認
さ
れ
た
佐
藤
由
峰
氏
に
つ
い

て
、
出
身
単
組
で
あ
る
福
島
赤

十
字
病
院
職
員
組
合
が
三
月
二

十
四
日
実
施
の
大
会
に
て
解
散

を
決
定
し
、
中
央
執
行
委
員
長

資
格
を
喪
失
し
た
。
現
状
で
中

央
執
行
委
員
長
欠
員
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
今
期
の
中
央
委
員
が
未
選

出
で
あ
っ
た
た
め
、
直
近
の
機

関
決
定
で
あ
る
第
一
回
中
央
委

員
会
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
組
合
規
約
第
三
十
六
条
の

二
に
則
り
、
粕
谷
中
央
副
執
行

委
員
長
を
代
行
中
央
執
行
委
員

長
に
据
え
た
経
緯
が
本
部
よ
り

報
告
さ
れ
た
。
本
会
議
で
の
予

定
議
題
の
審
議
終
了
後
、
改
め

て
今
後
の
本
部
役
員
体
制
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
今
中
央
委
員
会
の
中
央
執

行
委
員
長
挨
拶
は
割
愛
さ
れ

た
。そ

の
後
、前
日
の
各
部
会
・
専

門
部
会
・
一
般
経
過
の
報
告
が

お
こ
な
わ
れ
審
議
に
入
っ
た
。

五
月
十
一
日
・
十
二
日
の
両
日
、
中
央
委
員
及
び
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
等
八
十
四
名
の
参
加
の
も
と
、
二
〇
二
五

年
度
第
一
回
中
央
委
員
会
が
東
京
都
港
区
の
チ
サ
ン
ホ

テ
ル
浜
松
町
に
て
開
催
さ
れ
た
。

初
日
は
中
央
委
員
会
に
先
立
ち
、
部
会
（
組
織
・
教

宣
・
調
査
・
女
性
部
）
、
並
び
に
専
門
部
会
（
病
院
・

血
液
セ
ン
タ
ー
・
病
院
看
護
部
・
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
会
）

が
開
催
さ
れ
、
今
年
度
活
動
方
針
の
審
議
や
情
報
交
換

が
お
こ
な
わ
れ
た
。

■
報
告
事
項
■

一
、
各
部
報
告

前
日
開
催
さ
れ
た
各
部
会
の

報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

【
組
織
部
】

二
〇
二
五
年
三
月
三
十
一
日

付
で
、
福
島
日
赤
、
滋
賀
血
セ
、

京
都
血
セ
が
解
散
に
よ
り
日
赤

新
労
か
ら
脱
退
と
な
り
、
特
に

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
合
員
数
の

減
少
が
著
し
く
、
中
央
委
員
定

数
も
二
名
か
ら
一
名
と
な
っ

た
。
新
規
組
合
員
の
獲
得
・
単

組
組
織
率
の
拡
充
に
つ
い
て
積

極
的
な
意
見
交
換
等
が
求
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
組
織
率
が
低
下

し
て
い
る
単
組
に
対
し
て
、
改

め
て
オ
ル
グ
活
動
を
進
め
て
い

く
と
し
た
。

【
教
宣
部
】

組
合
宣
伝
用
ビ
ラ
の
作
成
・

配
布
（
三
月
二
十
四
日
・
連
絡

第
二
〇
一
四
号
）

●
本
部
よ
り
、
新
た
な
宣
伝

ビ
ラ
作
成
を
目
的
と
し
て
、
今

年
度
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
サ
ン

プ
ル
作
成
し
、
配
布
を
お
こ
な

っ
た
。
今
後
、
デ
ザ
イ
ン
の
ア

イ
デ
ィ
ア
や
イ
ラ
ス
ト
（
マ
ス

コ
ッ
ト
等
）
の
募
集
も
企
画
し

て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

ａ
．
単
組
新
任
役
員
研
修
会

＝
六
月
二
十
八
日
（
土
）
〜
二

十
九
日
（
日
）
宮
城
県
仙
台
市

で
参
集
に
て
開
催
す
る
こ
と
で

承
認
さ
れ
た
。
講
師
は
顧
問
の

松
岡
二
郎
氏
。
講
演
内
容
に
つ

い
て
は
追
っ
て
連
絡
す
る
こ
と

と
し
た
。

ｂ
．
幹
部
研
修
会
＝
九
月
七

日
（
日
）
〜
八
日
（
月
）
、
第

二
回
中
央
委
員
会
の
日
程
内
で

栃
木
県
宇
都
宮
市
に
て
開
催
。

希
望
す
る
講
演
テ
ー
マ
に
つ
い

て
多
数
意
見
が
あ
り
、
依
頼
講

師
も
含
め
早
急
に
調
整
・
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

ｃ
．
初
心
者
研
修
会
＝
ブ
ロ

ッ
ク
単
位
で
の
開
催
と
し
ブ
ロ

ッ
ク
合
同
で
の
開
催
も
可
と
す

る
。
各
助
成
金
等
に
つ
い
て
は

下
記
の
と
お
り
。

会
場
費
：
一
律
5
万
円

助
成
金
：
1
Ｂ
⬇
3
万
円

2
Ｂ
⬇
24
万
円

3
Ｂ
⬇
27
万
円

4
Ｂ
⬇
3
万
円

5
Ｂ
⬇
21
万
円

6
Ｂ
⬇
3
万
円

（
中
央
委
員
×
3
万
円
）

【
調
査
部
】

二
〇
二
四
年
度
の
調
査
事
項

内
容
に
基
づ
き
、
二
〇
二
五
年

度
調
査
事
項
の
追
加
・
削
除
事

項
の
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

「
資
格
手
当
」
「
有
給
休
暇
の

取
得
状
況
」
「
介
護
休
暇
・
子

の
看
護
休
暇
の
取
得
」
「
看
護

職
員
処
遇
改
善
評
価
料
」
「
各

俸
給
グ
レ
ー
ド
の
割
合
」
「
定

年
退
職
・
定
年
以
外
の
退
職
」

「
薬
剤
師
手
当
」等
に
つ
い
て
、

修
正
提
案
や
追
加
事
項
の
提
案

が
挙
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案

に
つ
い
て
本
部
内
で
協
議
の

上
、
作
成
し
て
い
く
こ
と
で
承

認
さ
れ
た
。

【
女
性
部
】

今
年
度
も
女
性
特
有
の
問
題

提
起
が
多
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
部

へ
の
部
会
名
変
更
に
つ
い
て
は

次
回
以
降
の
議
題
を
加
味
し
て

継
続
検
討
と
し
た
。
特
に
今
年

度
の
議
題
と
し
て
は
、
事
務
・

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
い
っ
た
女
性

の
少
な
い
部
署
で
お
こ
る
昇
進

等
で
の
差
別
問
題
を
メ
イ
ン
に

取
り
組
む
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
現
状
、
各
単
組
で

女
性
部
会
に
出
席
の
女
性
一
名

に
つ
き
支
給
さ
れ
て
い
る
旅
費

に
つ
い
て
、
次
年
度
以
降
は
、

各
単
組
で
女
性
部
会
に
出
席
し

た
一
名
に
、
性
別
を
問
わ
ず
支

給
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

二
、
専
門
部
会
報
告

前
日
開
催
さ
れ
た
専
門
部
会

の
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

【
病
院
部
】

医
療
施
設
全
体
で
の
意
見
交

換
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
各
専

門
職
種
に
分
か
れ
て
問
題
点
に

つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
慢
性
的
な
人
員

不
足
を
上
げ
た
職
種
が
多
く
あ

っ
た
。
ま
た
特
殊
勤
務
手
当
や

オ
ン
コ
ー
ル
対
応
に
対
す
る
手

当
に
つ
い
て
は
施
設
間
で
内
容

に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
内
容
を

も
と
に
今
年
度
の
医
療
事
業
推

進
本
部
と
の
労
使
協
議
会
に
臨

む
こ
と
と
し
た
。

【
血
液
セ
ン
タ
ー
部
】

血
液
セ
ン
タ
ー
関
係
各
所
の

新
改
築
進
捗
状
況
の
情
報
が
共

有
さ
れ
た
。
ま
た
、
血
液
事
業

本
部
労
使
協
議
会
の
協
議
内
容

に
つ
い
て
意
見
交
換
・
協
議
が

お
こ
な
わ
れ
、
移
動
採
血
業
務

に
係
る
長
時
間
勤
務
、
製
造
所

の
さ
ら
な
る
集
約
、
定
員
制
の

見
直
し
と
適
正
な
人
員
配
置
、

各
種
責
任
者
手
当
の
新
設
等
が

挙
が
っ
た
。
そ
の
他
、
献
血
者

確
保
の
た
め
の
工
夫
等
に
つ
い

て
積
極
的
な
意
見
交
換
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

【
病
院
看
護
部
】

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
看
護
師
・
ナ

ー
ス
エ
イ
ド
の
確
認
後
、
今
年

度
の
労
使
協
議
会
の
議
題
に
つ

い
て
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

基
本
的
に
は
昨
年
同
様
に
①
有

給
休
暇
・
退
職
時
年
休
の
取
得

に
つ
い
て
②
負
担
の
か
か
っ
て

い
る
働
き
方
に
つ
い
て
③
そ
の

他
（
勤
務
評
定
に
つ
い
て
）
を

議
題
と
し
、
七
月
十
二
日
開
催

の
第
二
回
病
院
看
護
部
会
ま
で

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
ツ
ー
ル
を
使

用
し
、
更
な
る
意
見
集
約
を
お

こ
な
う
こ
と
と
し
た
。

【
ナ
ー
ス
エ
イ
ド
会
】

昨
年
同
様
に
、
ナ
ー
ス
エ
イ

ド
を
取
り
巻
く
現
状
を
訴
え
、

人
員
確
保
や
処
遇
改
善
等
に
つ

い
て
要
望
を
上
げ
て
い
く
方
針

が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
一

回
団
体
交
渉
時
に
本
社
に
提
案

し
た
Ｐ
Ｈ
Ｓ
ま
た
は
イ
ン
カ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
継
続
協
議
と
す
る
こ
と
で
承

認
さ
れ
た
。

三
、
一
般
経
過
報
告

眞
秀
中
央
書
記
長
よ
り
一
般

経
過
報
告
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

第
六
十
四
回
定
期
全
国
大
会
で

承
認
さ
れ
た
要
求
書
の
内
容
お

よ
び
二
〇
二
五
年
度
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
と
遡
及
、
期
末
手
当
の
基

本
額
に
つ
い
て
、
団
体
交
渉
の

経
過
を
中
心
に
資
料
に
基
づ
い

て
本
部
活
動
の
報
告
と
質
疑
応

答
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

■
審
議
事
項
■

一
、
二
〇
二
五
年
度
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
に
つ
い
て

第
一
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
の

審
議
結
果
が
報
告
さ
れ
、
第
六

十
四
回
定
期
全
国
大
会
の
決
定

ど
お
り
定
昇
込
み
五
・
〇
％（
一

万
九
千
四
百
円
）
で
承
認
さ
れ

た
。

二
、
期
末
手
当
（
基
本
額
）
に

つ
い
て

本
社
回
答
三
・
〇
月
に
対

五
月
十
二
日
（
月
）
第
一
回

中
央
委
員
会
終
了
後
の
午
後
一

時
三
〇
分
よ
り
、
二
〇
二
五
年

度
第
四
回
団
体
交
渉
が
開
催
さ

れ
、
日
赤
新
労
は
先
の
第
一
回

中
央
委
員
会
に
て
意
見
集
約
を

お
こ
な
っ
た
結
果
を
受
け
、
期

末
手
当
の
基
本
額
（
法
人
業
績

連
動
部
分
）
に
つ
い
て
三
・
〇

月
（
夏
期

一
・
五
か
月
、
年

末

一
・
五
か
月
）
と
い
う
本

社
回
答
に
対
し
て
再
考
を
求

め
、
改
め
て
四
・
六
か
月
＋
一

律
六
万
円
を
強
く
求
め
た
。

本
社
は
、
「
こ
れ
ま
で
の
団

体
交
渉
に
お
い
て
述
べ
て
来
た

理
由
に
よ
り
二
〇
二
五
年
度
の

基
本
額
支
給
月
数
に
つ
い
て
三

・
〇
月
で
合
意
を
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
回
答
し
た
。

日
赤
新
労
は
こ
れ
以
上
の
交

渉
の
長
期
化
は
単
組
間
交
渉
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
二

〇
二
五
年
度
期
末
手
当
の
基
本

額
に
つ
い
て
二
〇
二
五
年
五
月

十
三
日
に
妥
結
す
る
こ
と
と
し

た
。統

一
要
求
額
、
統
一
要
求
日

は
以
下
の
と
お
り
と
し
、
加
算

額
（
施
設
業
績
連
動
部
分
）
の

交
渉
に
入
る
こ
と
と
し
た
。

【
統
一
要
求
額
】

二
・
三
か
月
＋
一
律
三
万
円

【
統
一
要
求
日
】

二
〇
二
五
年

五
月
二
十
三
日
（
金
）

日本赤十字新労働組合連合会
（日 赤 新 労）
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「仙台サンプラザホテル」

発 行 所2025年
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第２６８号

2025年度2025年度

中央委員会風景

二
〇
二
五
年
度
夏
期
期
末
手
当
統
一
要
求
額

二
・
三
か
月
プ
ラ
ス
一
律
三
万
円

二
・
三
か
月
プ
ラ
ス
一
律
三
万
円

【
２
面
へ
続
く
】



（2）第268号日 赤 新 労2025年6月19日

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

藤
井
中
央
副
執
行
委
員
長

【
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
一
名
）

◎
高
橋
八
千
枝
（
盛
岡
日
赤
）
＝
教

【
第
二
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
八
名
）

塩
野
谷
浩
基
（
芳
賀
日
赤
）
＝
組

大
塚

淳

（
那
須
日
赤
）
＝
教

◎
清
水

雄
介
（
足
利
日
赤
）
＝
調

菅
谷

英
章
（
原
町
日
赤
）
＝
調

中
井

厚
至
（
秦
野
日
赤
）
＝
組

水
﨑

江
利
（
浜
松
日
赤
）
＝
調

阿
久
根
茂
樹
（
千
葉
血
セ
）
＝
教

鈴
田

由
樹
（
千
葉
血
セ
）
＝
組

【
第
三
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
九
名
）

鷲
尾

龍
太
（
飯
山
日
赤
）
＝
組

林

衛

（
名
一
日
赤
）
＝
組

荻
野

裕
太
（
名
一
日
赤
）
＝
調

松
永

佑
哉
（
名
一
日
赤
）
＝
教

野
村

勇
介
（
名
二
日
赤
）
＝
調

◎
横
田

英
史
（
名
二
日
赤
）
＝
組

曽
野

友
輔
（
名
二
日
赤
）
＝
教

山
田

裕
貴
（
愛
知
血
セ
）
＝
調

林

祐
希
（
愛
知
血
セ
）
＝
教

【
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
一
名
）

◎
高
野

浩
之
（
大
津
日
赤
）
＝
調

【
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
七
名
）

新
井
志
穂
美
（
鳥
取
日
赤
）
＝
教

小
林

誠

（
鳥
取
日
赤
）
＝
調

小
田

昌
弘
（
岡
山
日
赤
）
＝
組

青
井

雅
普
（
岡
山
日
赤
）
＝
教

河
村

茉
衣
（
岡
山
日
赤
）
＝
調

梶
谷

充

（
三
原
日
赤
）
＝
組

◎
有
本

忠
弘
（
三
原
日
赤
）
＝
教

【
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
】
（
一
名
）

◎
山
口

昌
美
（
今
津
日
赤
）
＝
組

以
上
、
二
十
七
名

５月１２日（月）、全国の加盟単組より寄せられた
組合員及びその家族１４，１４８名の署名簿を本社へ提出
し、今年度のベースアップ５．０％、並びに新たな手当
やその他の諸要求の実現に向けて、
本社の誠意ある対応を強く申し入れました。

し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
審
議

結
果
が
報
告
さ
れ
、
日
赤
新
労

と
し
て
は
第
六
十
四
回
定
期
全

国
大
会
の
決
定
ど
お
り
四
・
六

か
月
＋
一
律
六
万
円
の
要
求
額

が
決
定
さ
れ
た
。
妥
結
に
つ
い

て
は
本
部
一
任
で
承
認
さ
れ

た
。

三
、
夏
期
期
末
手
当
（
施
設
間

交
渉
部
分
）
に
つ
い
て

【
統
一
要
求
額
】

各
ブ
ロ
ッ
ク
地
方
会
議
で
の

審
議
結
果
、
二
・
二
五
か
月
＋

一
律
三
万
円
を
統
一
要
求
額
と

し
た
。

【
統
一
要
求
日
】

本
部
一
任

※
二
〇
二
五
年
五
月
二
十
三

日（
金
）と
決
定
さ
れ
、
後
日
、

連
絡
第
二
〇
二
〇
号
に
て
周
知

さ
れ
た
。

四
、
二
〇
二
五
年
度
本
部
役
員

に
つ
い
て

二
〇
二
五
年
度
中
央
執
行
委

員
長
に
任
命
さ
れ
た
佐
藤
由
峰

氏
に
つ
い
て
、
出
身
単
組
で
あ

る
福
島
赤
十
字
病
院
職
員
組
合

の
解
散
に
よ
り
中
央
執
行
委
員

長
資
格
を
喪
失
し
、
現
状
で
中

央
執
行
委
員
長
欠
員
の
状
況
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
直
近
の
機

関
決
定
で
あ
る
第
一
回
中
央
委

員
会
ま
で
は
組
合
規
約
第
三
六

条
の
二
に
則
り
、
粕
谷
中
央
副

執
行
委
員
長
を
代
行
中
央
執
行

委
員
長
に
据
え
た
経
緯
が
三
月

二
十
六
日
付
連
絡
第
二
〇
一
八

号
に
て
全
加
盟
単
組
に
周
知
さ

れ
た
。
今
後
の
本
部
役
員
体
制

に
つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
意
見

集
約
の
結
果
、
組
合
規
約
第
三

六
条
の
二
の
「
事
故
」
に
よ
る

欠
員
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
代
行

は
第
一
回
中
央
委
員
会
ま
で
が

妥
当
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
臨
時
の
全
国
大

会
を
開
催
し
て
新
た
に
選
出
す

る
こ
と
は
時
間
的
・
費
用
的
に

も
現
実
的
と
は
言
え
ず
、
最
終

的
に
第
一
回
中
央
委
員
会
に
参

集
の
中
央
委
員
二
十
六
名
に
よ

る
投
票
で
、
二
名
の
現
中
央
副

執
行
委
員
長
の
う
ち
一
名
を
臨

時
職
務
執
行
者
と
し
て
選
出
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
投
票
の
結

果
、
藤
井
中
央
副
執
行
委
員
長

が
中
央
執
行
委
員
長
の
臨
時
職

務
執
行
者
と
選
出
さ
れ
た
。
二

〇
二
五
年
度
本
部
役
員
の
欠
員

補
充
は
せ
ず
七
名
体
制
で
の
運

営
が
決
定
し
た
。

●
本
部
役
員
に
つ
い

て
（
連
絡
第
二
〇
一

八
号
）
抜
粋

「
第
六
十
四
回
定
期
全
国
大

会
に
お
い
て
決
定
し
た
二
〇
二

五
年
度
本
部
役
員
に
つ
い
て
、

中
央
執
行
委
員
長
佐
藤
由
峰

が
、
所
属
す
る
福
島
日
赤
職
員

組
合
の
解
散
に
伴
い
本
部
役
員

の
資
格
を
失
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
中
央
執
行
委
員
長
が
不

在
と
な
る
た
め
、
臨
時
の
中
央

執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
日
赤

新
労
規
約
第
三
六
条
の
二
に
よ

り
、
中
央
執
行
委
員
長
が
指
名

す
る
粕
谷
中
央
副
執
行
委
員
長

を
中
央
執
行
委
員
長
代
行
と
し

て
活
動
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
日
赤
新
労
規
約
第
四
一

条
に
則
り
速
や
か
に
中
央
委
員

会
を
開
催
す
べ
き
で
す
が
、
各

単
組
の
今
年
度
中
央
委
員
が
第

一
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
決
ま
る

こ
と
か
ら
、
第
一
回
中
央
委
員

会
を
そ
の
場
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
」

●
臨
時
職
務
執
行
者

選
出
に
つ
い
て

第
一
回
中
央
委
員
会
に
て
出

席
中
央
委
員
二
十
六
名
に
よ
る

投
票
で
、
藤
井
中
央
副
執
行
委

員
長
が
中
央
執
行
委
員
長
臨
時

職
務
執
行
者
に
選
出
さ
れ
た
。

●
本
部
役
員
体
制
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

（
連
絡
第
二
〇
一
九
号
）

「
二
〇
二
五
年
度
の
本
部
役

員
に
つ
い
て
、
四
月
一
日
よ
り

中
央
執
行
委
員
長
が
欠
員
の
状

況
で
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し

た
が
、
日
赤
新
労
規
約
第
四
一

条
に
則
り
第
一
回
中
央
委
員
会

に
お
い
て
、
藤
井
中
央
副
執
行

委
員
長
を
中
央
執
行
委
員
長
の

臨
時
職
務
執
行
者
と
す
る
こ
と

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
報

告
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
二
〇

二
五
年
度
は
本
部
役
員
が
七
名

と
な
り
ま
す
が
、
中
央
委
員
会

で
の
採
決
に
よ
り
日
赤
新
労
規

約
第
四
一
条
の
二
に
あ
る
臨
時

全
国
大
会
は
開
催
せ
ず
、
補
充

は
行
わ
な
い
こ
と
も
決
定
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
報
告

い
た
し
ま
す
。
」

五
、
そ
の
他

●
定
年
年
齢
引
上
げ
等
に
つ
い

て
二
〇
二
四
年
度
第
十
二
回
団

体
交
渉
時
に
本
社
よ
り
提
案
の

あ
っ
た
本
件
に
つ
い
て
は
、
第

一
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
い
て

各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
多
数
の
意
見

・
質
問
が
上
が
っ
た
た
め
、
ま

ず
は
本
部
内
で
集
約
を
お
こ
な

い
、
本
社
と
の
次
回
団
体
交
渉

の
場
で
伝
え
、
本
社
の
回
答
を

都
度
、
報
告
・
共
有
し
な
が
ら

交
渉
を
お
こ
な
う
こ
と
で
承
認

さ
れ
た
。

※
今
後
の
予
定

●
単
組
新
任
役
員
研
修
会
：
六

月
二
十
八
日
（
土
）
十
三
時
三

十
分
〜
二
十
九
日（
日
）十
二
時

宮
城
県
仙
台
市
「
仙
台
サ
ン

プ
ラ
ザ
」
（
会
議
・
宿
泊
）

●
病
院
看
護
部
会
：
七
月
十
二

日
（
土
）
十
三
時
〜
十
七
時

東
京
都
港
区

「
ビ
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
浜
松
町
」

●
病
院
看
護
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

者
会
議
：
七
月
十
三
日
（
日
）

九
時
〜
十
二
時

東
京
都
港
区
「
ビ
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
浜
松
町
」

●
第
二
回
中
央
委
員
会
：
九
月

七
日（
日
）十
三
時
〜
八
日（
月
）

十
二
時

栃
木
県
宇
都
宮
市
「
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
」
（
会
議
・
宿

泊
）幹

部
研
修
会
を
同
時
開
催

●
第
三
回
中
央
委
員
会
：
十
二

月
十
四
日
（
日
）
十
三
時
〜
十

五
日
（
月
）
十
二
時

兵
庫
県
神
戸
市
「
三
宮
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
（
会

議
）
「
サ
ン
ル
ー
ト
ソ
プ
ラ
神

戸
」
（
宿
泊
）

●
第
六
十
五
回
定
期
全
国
大

会
：
二
〇
二
六
年
二
月
十
五
日

（
日
）
十
三
時
〜
十
七
日
（
火
）

十
二
時

神
奈
川
県
横
浜
市
「
新
横
浜

フ
ジ
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
（
会
議

・
宿
泊
）

【
１
面
か
ら
続
き
】

部会風景（女性部）

専門部会風景（病院看護部）

２０２５年９月７日（日）～８日（月）

栃木県宇都宮市大通り２―４―６

二
〇
二
五
年
度
中
央
委
員

二
〇
二
五
年
度
中
央
委
員

「ホテルニューイタヤ」

第２回中央委員会第２回中央委員会

◎
印
は
代
表
中
央
委
員
、
通
信
委
員
・
闘
争
委
員
を
兼
ね
る

全国から14，148名の
署名簿を提出

全国から14，148名の
署名簿を提出

要求実現へ向けて要求実現へ向けて

二
〇
二
五
年
度
本
部
役
員
体
制

変
更
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

二
〇
二
五
年
度
本
部
役
員
体
制

変
更
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て

参考 ＊昨年度１５，０２８名


